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海底設置型ADCPによる津屋崎沖の海流観測について
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Observation of Coastal Current by Acoustic Doppler Current Profiler

2 km Offshore of Tsuyazaki, Fukuoka, Japan
Taro TAIKAI, Jiro RYOSHI, Saburo BUSHITSU,

Shiro SENTAN, Goro KANKYO and Rokuro TAIKAI

†E-mail of corresponding author: shiro@xxxx.kyushu-u.ac.jp
Observation of the coastal current by an Acoustic Doppler Current Profiler (ADCP) was conducted at the Tsuyazaki Ocean Station of the Research Institute for Applied Mechanics (RIAM), Kyushu University, 2 km offshore of Fukuoka, Japan. The depth of the water is about 15 m at the station and an ADCP was put on the sea bottom in the center of the station. The main interest of the observation was the vertical structure of the coastal current, and the current was measured at about 36 layers of 0.5 m thickness in the vertical plane every hour for 30 days in September 2000.
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1.　緒　　　　言

一般に海の流れは，潮汐流，吹送流，密度流からなると言われているが，特に沿岸海域では地形の影響が大きくなるので一層複雑である1)．海流は海洋の環境を考える上で最も基本的な物理量であるが，海流の鉛直分布まで含めた観測はそれほど多くない．JODCのホームページ（http://www.jodc.jhd.go.jp/）にはOcean Surface CurrentとMoored Current Date等がインターネットによりOnlineで配信できるようになっている．前者は主にShipboardのADCPによる計測データで，ある位置における瞬間の鉛直方向の流速分布を与えているが，時間的な変化についてはわからない．一方，後者は海底固定のAanderaa current metersによる計測であり，時間変化についてはよくわかるが，鉛直方向の計測点は数点しかないので，鉛直方向の速度分布についてはよくわからない2)．

本研究では海底設置型の超音波流速計によって沿岸流の長期観測を試みた．場所は福岡県津屋崎町の沖合2kmにある九州大学応用力学研究所の観測ステーションであり，同研究所が観測中の風，潮位，波浪のデータと比較する事で詳細な解析が期待できる．

2.　観　測　場　所

2.1　観測ステーション
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観測ステーションの位置と概略図をFig.1に示す3)．この海域の海底は，砂質で勾配1/100～1/200と比較的なだらかである．平均水深は15mである．観測ステーションは，3本の鋼管が正三角形をなして海中に立っている海洋構造物であり，その上部に二つのステージがある．鋼管の直径は0.9ｍ，鋼管間の距離は8ｍである．このステーションの中央部の海底にADCPを設置し流れの定点観測を行った．ADCPはNortek社製で，周波数は1.5MHz，層厚0.5ｍで層数36の計測を行った．ADCPの直上0.4ｍは計測できない．

2.2　観測方法とデータ処理

2.2.1　ADCPによる観測

本報告では，8月24日から9月25日の約1ヶ月間のデータを使用した．ADCPによる観測データは，応用力学研究所が観測している風，潮位，波浪のデータ3)と

同様，毎正時より12分間計測し，12分平均のデータを1時間毎のデータに置き換えた．
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3.　結　果　と　考　察

Fig.2にステーションで計測された平均風速，風向，有義波高，有義波周期を示す．本報告での風向は，海流と同じ向きに定義した．Table 1に過去行った計測結果との比較を示す．

以下，結果並びに考察の詳細については割愛する．

4.　結　　　　言

以上，海底設置型ADCPにより津屋崎沖の海流観測を行った結果以下の結論を得た．

１．津屋崎沖の海流では南北方向の流速の方が東西方向の流速よりも大きい．これは海岸線が南北方向であるという地形によるものである．

２．吹送流による影響は当然のことであるが，表層近くで大きく底層では小さい．潮位の波形との比較から，中層および底層における流れでは潮汐成分が卓越しているものと思われる．
３．流れに含まれる潮流成分の除去法として，しばしば用いられる25時間移動平均法については台風通過時のような数時間程度のイベント現象付近では矛盾した結果となることに留意する必要がある．
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付　　　録

A1. 書き方

付録は参考文献の後に書きます．式番号や，図，表の番号はリセットし，付録の中では，番号の頭に A を付けます．例えば


のようになります．この例のように，見出しの番号にも A を付けます．
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Fig.1  Vertical profile of measured current (▲), tidal current (solid lines), and residual current (broken lines) : (a) on September 2 and (b) on September 16. Thick lines are the results of the harmony analysis, and thin lines are the results of the moving average.











Table 1 Comparison of the present measurement with the past one.


Obs. Point�
Past�
Present�
Ratio�
�
Point A�
1.542�
0.541�
2.850�
�
Point B�
0.384�
0.583�
0.659�
�
Point C�
2.515�
1.516�
1.659�
�
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